
5月12日（金）に、御津臨海企業懇話会の平成29年度定期総会及び第10回研修会が

開催されました。当懇話会は、三河港内の御津地区における立地企業が、情報交換を通

じて相互の連携強化を図り、防災に関する認識を深めるとともに、地区内の環境整備や

地域産業の振興を図ることを目的に、平成23年から取り組まれています。

総会後の研修会において、当事務所長の平澤より三河港の事業実施方針について説明

させていただきました。また、愛知県三河港務所の山田所長より「三河港における愛知

県の取組み」と「御津地区・港湾改修事業」について、豊橋技術科学大学 安全安心地

三河港湾
みかわこうわん

三河港湾事務所だより

国土交通省中部地方整備局
三河港湾事務所発行（№120）

総会の様子

研修会の様子

感謝状を贈られた後村潜水士（荒沢工業株式会社）

（半田市提供）

（豊川市提供）

転覆で投げ出された高校生を水中に飛び込み、泳いで救助をした

後村潜水士（荒沢工業株式会社）に対し、5月10日（水）に衣浦海

上保安署長（写真左）より感謝状が贈られました。現場近辺の事故

をいち早く発見・通報し、工事関係者らが協力し合い、救助活動を

行いました。

あとむら

5月11日（木）に、衣浦港整備促進期成同盟会の第57回総会が開催されました。当

同盟会は衣浦港の整備及び衣浦臨海工業地帯の造成を促進し、これを中核として西三河

並びに衣浦西部地域の産業経済の画期的な発展を図ることを目的としています。

総会では昨年度の事業や決算報告、また今年度の事業計画と予算案が審議・可決され

ました。また、当事務所長の平澤より平成29年度の衣浦港関係事業について、愛知県

衣浦港務所の阪野所長より愛知県事業についての説明がありました。
ばん の

域共創リサーチセンターの名執特任教授より、地理空間情報を活用した地域連携型防災
対策のあり方検討業務について、講演がありました。

当事務所では、国土交通省での施策の情報提供を引き続き積極的に行っていきます。

な とり

当事務所発注の衣浦港中央ふ頭西地区の岸壁改良工事を受注している、株式会社河村産業所及び下請け会社

（宇佐美工業株式会社、荒沢工業株式会社）が、4月29日（土）午後、突風により転覆したヨット10隻から投
げ出された高校生20人を、衣浦海上保安署や民間船と協力して全員無事救助しました。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

清掃中の様子

集めたごみを分別

回収したごみ

津波実験の様子

※出展内容につきましては
変更する場合があります。

液状化実験の様子

５３０運動は、昭和50年に｢自分のごみは自分で持ちかえりましょう｣を合言葉に始まった豊橋市発祥の市民活

動で、5月30日を“ごみゼロの日”として、市民の間に定着しています。この活動は、私たちの身近な道路、公

園、河川のごみに目を向け、住みやすいまちづくりのため、住民が一丸となって取り組むというものです。

当事務所では、５３０運動環境協議会（豊橋市）による「春の５３０運動実践活動」に賛同して毎年清掃を

行っています。今年は6月1日（木）のお昼の休憩時間を使い、事務所周辺及び近隣の公園の清掃を行いました。

ふ頭内の公園では弁当の容器やビニール袋等、道路沿いには空き缶やペットボトル等のごみが目立ちました。30

分という短い時間でしたが、約10袋分のごみを集めることができました。

この活動を通し、一人一人が環境について意識を持つことが大切だと思いました。当事務所では今後もこの取

り組みを行っていきます。

7月17日（月・祝）に、豊橋市神野ふ頭地区のポートインフォメーションセンター「カモメリア」周辺

一帯で「豊橋みなとフェスティバル2017」が開催されます。このイベントは、多くの方に『みなと』に親

しんでもらうとともに、『みなと』の重要性や港湾整備への役割について理解を深めてもらうことを目的に、

「海の日（7月第3月曜日）」に開催されています。

当事務所もブースを出展し、当事務所の事業ＰＲと併せて、地震によって起こる津波や液状化の仕組みを

わかりやすく知っていただくために、模型を使った津波実験と液状化実験を行う予定です。南海トラフ巨大

地震等の発生が危惧されているなかで改めて地震の怖さを感じていただき、住民の皆様の防災に関する意識

の高揚と港湾整備へのご理解につながれば幸いです。

是非ご家族・ご友人をお誘い合わせのうえ、ご来場下さい。
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